看護師国試_心疾患　糖尿病　自己免疫疾患
・小児慢性疾病の医療費助成制度で正しいのはどれか。
· 1.　他の公的扶助は受けられない。
· 2.　入院通院とも公費で負担される。
· 3.　保護者家族から一律の費用が徴収される。
· 4.　継続申請は18歳未満が公費負担の対象である。
・出生時体重3,050gの正期産児。
新生児期に最もチアノーゼを生じやすい先天性心疾患はどれか。
· 1.　卵円孔開存症
· 2.　心房中隔欠損症
· 3.　心室中隔欠損症
· 4.　ファロー四徴症
・出産後、児に先天性心疾患があると診断され、母親が「この子の病気は私のせいです」と話している。
母親への看護師の対応で適切なのはどれか。
· 1.　児との面会を制限する。
· 2.　母親の責任ではないと説明する。
· 3.　母親への病状に関する説明は控える。
· 4.　母乳を与えることはできないと説明する。
・A君（14歳、男子）は、心室中隔欠損症のために通院している。母親とともに外来を受診しているが、母親がトイレに行った際に、A君は「自分の心臓のことはよく理解しているし、もう1人で受診したいけど、母さんが心配だから一緒に行くってうるさくて」と看護師に話した。
看護師の最初の対応として適切なのはどれか。
· 1.　母親にA君への関わりが過保護だと伝える。
· 2.　母親の心配を理解してあげなさいとA君に話す。
· 3.　次回からは1人で受診してもよいとA君に話す。
· 4.　母親がいない場でA君の気持ちを聴く機会をもつ。
・肺高血圧が長期に持続し、肺血管抵抗が上昇することにより、短絡血流が主に左右短絡から右左短絡になった状態はどれか。
· 1.　拡張型心筋症
· 2.　総肺静脈還流異常症
· 3.　Fallot〈ファロー〉四徴症
· 4.　Eisenmenger〈アイゼンメンジャー〉症候群



・ファロー四徴症で通院中の1歳児が入院した。
体重を把握する方法で最も適切なのはどれか。
· 1.　泣いている児を単独で体重計に乗せて測定する。
· 2.　母親が抱いて測定し、値から母親の体重を引く。
· 3.　母親から児の体重を聞く。
· 4.　1か月前の受診時に測定した値を用いる。
・染色体異常と症状との組合せで正しいのはどれか。
· 1.　ダウン症候群　―　筋緊張低下
· 2.　ターナー症候群　―　高身長
· 3.　13トリソミー症候群　―　低身長
· 4.　クラインフェルター症候群　―　内眼角贅皮
・先天異常と症状の組合せで正しいのはどれか。
· 1.　18トリソミー　―　巨　舌
· 2.　クラインフェルター症候群　―　多　毛
· 3.　ターナー症候群　―　高身長
· 4.　マルファン症候群　―　低身長
· 5.　ダウン症候群　―　筋緊張低下
・先天性疾患で正しいのはどれか。
· 1.　フェニルケトン尿症は遺伝病である。
· 2.　口唇口蓋裂は単一遺伝疾患である。
· 3.　近親婚はターナー症候群の発生頻度を高くする。
· 4.　ダウン症候群は13番染色体のトリソミーである。
・A君（5歳、男児）は、先天性水頭症で脳室―腹腔〈V-P〉シャントが挿入されている。

定期受診の際、看護師が確認する項目で優先度が高いのはどれか。
· 1.　頭　囲
· 2.　聴　力
· 3.　微細運動
· 4.　便秘の有無
・二分脊椎の子どもに特徴的な症状はどれか。
· 1.　排泄障害
· 2.　体重増加不良
· 3.　言語発達の遅延
· 4.　上半身の運動障害


・生後1、2か月のDown〈ダウン〉症候群の乳児にみられる特徴はどれか。
· 1.　活気があり機嫌が良い。
· 2.　体重増加は良好である。
· 3.　筋緊張が強く抱っこしにくい。
· 4.　舌が小さく吸啜が困難である。
· 5.　哺乳の途中で眠ってしまうことが多い。
・先天異常で正しいのはどれか。
· 1.　軟骨無形成症は低身長になる。
· 2.　Turner〈ターナー〉症候群は高身長になる。
· 3.　Klinefelter〈クラインフェルター〉症候群は低身長になる。
· 4.　Pierre Robin〈ピエール・ロバン〉症候群は巨舌症がある。
・小児慢性特定疾病対策における医療費助成で正しいのはどれか。
· 1.　対象は5疾患群である。
· 2.　対象年齢は20歳未満である。
· 3.　医療費の自己負担分の一部を助成する。
· 4.　難病の患者に対する医療等に関する法律に定められている。
・
